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経口用セフェム系抗生物質7432rSを 泌尿器科領域 の感染症 に投 与 し,臨 床効果 と安全性を検

討 した。7432-Sの 投与法 は1回100mg(力 価)を1日3回 毎食後服用 と した。本剤の対象症例

は急性単純性膀胱炎11例,複 雑性尿路感染症4例,非 淋菌性尿遭炎1例 の16例 であ る。 これ らの

総合臨床効果は,主 治 医判定では,急 性単純性膀胱炎は著効4例,有 効5例,や や有効2例 で有効

率80%,非 淋菌姓尿道炎は有効1例,複 雑性尿路感染症は慢性前立腺床炎2例 中無効2例,慢 性複

雑性腎盂腎炎2例 中有効2例 で有効率50%で あ った。UTI薬 効評価基準で は急性単純性膀胱炎8

例中著効2例,有 効6例 で有効率100%で あった。複雑性尿路感染症 は3例 中有効2例,無 効1例

で有効率66.7%で あ った。副作用は1例 も認 めなか った。 また,臨 床検査値の異常 も初診時 と投

与終了時に実施 した症 例中1例 も認めなか った。
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7432-Sは 経 口用セフェム系抗生物質でBaeteroides

frdgilisを 除 く各種細 菌産生の β-lactamaseに 安定

なため,腸 内細菌群を含む広範囲のグラム陰性菌および

一部のグラム陽性菌に対 して抗菌スペ クトルを有 している。

7432-Sは 吸収が良好で高 い血中濃度が得 られ,腸 内

残存活性が少ないので腸内細菌叢の変化が少 ない。7432-

Sは 尿中に若干の異性化 した7432-Stransの 生成 を認

めるが,大 部分 は7432-Sの 未変 化体の状態 で排泄 さ

れ,70%以 上の回収率を示す と言 う。

今回,我 々は,泌 尿 器科領域 にお け る感染症 に対 し

7432-Sを 使用 し,本 剤 の有効性,安 全性について検討

したので若干の考察を加えて報告す る。

I, 対 象

昭和61年7月 より昭和61年9月 までの間に東海大学

医学部泌尿器科外来を受診 した急性単純性膀胱炎11例,

慢性前立腺床炎2例,慢 性複雑性腎孟 腎炎2例,非 淋 菌

性尿道炎1例 の計の16例 に本剤 を投 与 し,UTI薬 効評

価基準1)に適合する症例では,同 基準 に従い,そ れ以外

の症例では主治医判定によ り臨床効果 を判定 した。

II. 方 法

1) 7432-Sを すべての症例 に対 して,1回100mg

1日3回 毎食後服用する ことを原則 と し,急 性単純性膀

胱炎11例 中9例 に3日 間,1例 に4日 間,1例 に6日

間投与 した。複雑性尿路感染症には5日 間,非 淋菌性尿

道炎には3日 間投与 した。

2) 細菌尿の菌数測定,細 菌同定は当院中検細菌室お

よび岐阜大学医学部付属嫌気性菌実験施設で実施 した。

III. 結 果

1) 女子急性単純性膀胱炎

11例 の臨床効果成績 はTable1に 示 した。 自覚症 状

に対す る効果 は消失10例(91%),初 期 より著明な 自覚

症状のなかった症例1例(9%)で あ った。膿尿につい

て は正常化7例(64%),改 善2例(18%),不 変1例

(9%),1例 は初診時よ り認めなか った。細菌尿につ い

ては陰性化2例(18%),減 少1例(9%),菌 交代4例

(36%),不 変1例(9%),初 診時よ り検 出されなか っ

た もの2例(18%)で あった。主治医判定では著効4例,

有効5例,や や有効2例 であった。

UTI薬 効 評価基準 に適 合す る8例 の総 合臨床効果判

定はTable 2に 示 した。8例 中著効2例(25%),有 効

6例(75%)で100%の 有効率 であ った。 この際の細菌

学的効 果をTable 3に 示 したcEscherichiacoli6株 と

Klebsiella.SP1株 は す べ て 除 菌で き た が,α-

streptococcus1株 が残存 し,overallの 除菌率 は8Z5

%で あ った。
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Table 1. Clinical summary of uncomplicated UTI patients treated with 7432-S

*

 Before treatment/
* After treatment

UTI : Criteria proposed by the UTI committee 

Dr. : Dr s evaluation 

AUC : acute uncomplicated cystitis
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Table 2 . Overall clinical efficacy of 7432-S in acute uncomplicated UTI

Table 3. Bacteriological response to 7432-S in acute uncomplicated UTI 

and strains appearing after treatment

* Persisted: regardless of bacterial count

2) 慢性複雑性尿路感染症と非淋菌性尿道炎

4例の慢性複雑性尿路感染症の臨床効果成績はTable

4に示した。前立腺肥大症に対し経尿道的前立腺切除術

を施行し,残存前立腺組織に感染を伴った2例 と腎結石

を伴った慢性複雑性腎盂腎炎に対し本剤を投与した。投

与前に自覚症状の存在したのは症例2の 排尿痛のみで他
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Table 5 . Overall clinical efficacy of 7432-S in complicated UTI

Table 6. Overall clinical efficacy of 7432-S classified by the type of infection

3例 はなかった。排尿痛は本剤投与後消失 した。膿尿 に

ついては,1例 が正常化 し1例 が改善 したが,2例 は不

変であった。細菌尿については,陰 性化1例,1菌 交代2

例,不 変1例 であ っ、た。主治 医判定で は,有 効2例(50

%),無 効2例(50%)で あ った。

非淋 菌性 尿 道 炎 は 排 尿 痛,排 膿 を主 訴 と して 来院 。 淋

菌 培 養,Chlamydia trachomatis は陰 性 で あ った が

Mycoplasma hominis, Uremplasm urealyticumが 定
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Table 7 . Bacteriological response to 7432-S in complicated UTI 
and strains appearing after treatment

* Persisted: regardlless of bacterial count

性培養で陽性であった。一般培養では,Stapdylococcus

epidermidis,Corynebacterium SP が103検 出 され

たが,尿 道常在菌で もあ り,菌 数 も103で あ ったため,

M.hominis,U.urealyticum感 染 による非淋菌 性尿

道炎 と診断 し,本 剤を4日 間投与 した。 自覚症状 は改著

し,膿 尿 も改善 した。細菌学的検査 ではM.hominis,

U.urealyticumは 陰性化 したため主治医判定で有効 と

した。

慢性複雑性尿路感染症4例 の うちUTI薬 効 評価基準

に合致す る3例 の総合臨床効 果判定 をTable5に 示 し

た。有効2例,無 効1例 で有効率66.7%で あった。

IV. 考 察

本剤は経口用セ フェム系抗生物質でB.fragitisを 除

く各種細菌産生 の β一1actamaseに 安定なた め,腸 内

細菌群を含む広範のグラム陰性菌および一部のグラム陽性

菌に対 して抗菌スペク トラムを有 している。その体内動態

に関 して は,1986年T.YOSHIDA2),K.HIRANO3),

M.NAKAJIMA4)ら が報告 してい るよ うに,吸 収 が良

好で高い血 中濃度が得 られ腸 内残存が少ないので,腸 内

細菌叢の変化が少な く,ほ とん どが未変化体の まま尿中

に排泄され,80%近 くの尿 中回収率を示す。 このため,

本剤は尿路感染症の治療に対 して期待が持 たれた。UTI

薬効評 価基準 に合致 した急性単純性膀胱 炎8例 の有効率

は100%と 卓越 した成績 を示 した。複雑性尿路 感染症は

3例 と症 例は少な いが,有 効率 は66,7%で か な り良 好

な成績 を示 し,Cefuroxime axetilな どの経口セ フェム

剤 と同等あ るいはそれ以上の有効率 を示 している5)。

複雑性尿 路感 染症 をUTI薬 効評価基準の群別に分け

ると,Table6に 示 したよ うに,G-2が1例.G-6が

2例 で,G-6の 複数菌感染2例 は有効,G-2の 単独感

染1例 が 無効 とい う結 果 とな った。 細 菌学的効果は

Table8に 示 した。複数菌感染か ら検出 されたE.coli

2株 とPreteus mirabitisl株 は消失 し,単 独感染の

XSIerratia mareescensは106か ら103と 残存 している

が,菌 数は減少 して いる。 このように複雑性尿路感染症

にお いて もグラム陰性菌にたい して はかなり高い臨床的

効果を持つ と考え られた。 しか し,Table3やTable7

に示 したように,S.epialermidts,Enteroeoccusspを

始 めとするグラム陽性菌が交代菌 と して多 く出現 してお

り,実 験室 レベ ルの結果 と一 致 した。

1例 であ ったがM.homints,U.urealyticumに よ

ると考え られる非淋菌性尿道 炎に対 して も有効な結果が

得 られた。

また本剤使用前後の臨床検査値 および自他覚症状にお

いて副反応 と思われ る所見は1例 も認め られなかった。

以上の ことか ら本剤 は,尿 路感染症の内,軽 症から中

等症の経口剤と して治療可能な疾患 には,有 効で安全な

薬剤の1つ と考え られ る。
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CLINICAL STUDIES ON 7432-S IN THE UROLOGY 
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Clinical studies were carried out on 7432-5, a new cephem antibiotic, and the following results 

were obtained. 

7432-S was administered orally to a total 16 patients (acute uncomplicated cystitis 11 cases, 

chronic complicated urinary tract infection 4, and non-gonococcal urethritis 1) for 3•`days at a 

dose of 100 mg. 

The clinical efficacy of 7432 -S was assessed according to the Japanese UTI Committee 

Criteria, and by the attendant physician in the cases unevaluable by the criteria. 

Clinical effect according to the UTI criteria was excellent in 2 and good in 6 of 8 cases of acute 

uncomplicated cystitis, with an efficacy rate of 100 %, and good in 2 of 3 cases of chronic 

complicated UTI, with an efficacy rate of 66.7%. 

No side effects or abnormal laboratory findings were observed.


